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この時間のねらい

Can do③ 参照枠を活用したコースデザインに必要な視点を理解する

Can do④ 「生活Cando」を理解する

Can do⑤ コースデザインの具体的な手順・方法を理解する
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１．日本語教育の参照枠を活用したコースデザインの
重要な視点（考え方）
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日本語教育の参照枠における言語教育観

社会参加

自己表現

Can do
ベース

多様性
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（１）社会的存在
言語使用者・言語学習者＝社会的に行動する者

社会の成員として求められる課題を遂行・完成させる者

課題＝解決が必要な問題、果たすべき義務、達成すべき目的など

例えば【生活分野：子育てをする外国人保護者】の場合

社会的行動：
社会の中で子供を育てる・子育てに必要な支援を受ける・
育児の困りごとを適切な場所に相談する・
教員や他の保護者と良好な人間関係を築く など
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（２）「できること」に注目する（行動中心・課題遂行）
言語知識の獲得だけにとどまらず、「言語を使って何ができるか」に

注目する

→社会の中で取り組まなければならない言語課題は何か？

→そのために必要な日本語でのコミュニケーションは何か？

例えば【生活分野：子育てをする外国人保護者】の場合
言語課題：
子育てに必要な情報を得る／子育てに関する希望を伝える／申請や手続
きなど不明なことについて行政職員に尋ねる／子育ての困りごとを相談す
る／子供を地域の様々な場所で遊ばせる／教員と意見交換する／他の保
護者と雑談をする／わからないことがあったときに周囲の人に尋ねる など
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コースデザインの出発点は
「社会的行動の予測」

分野・教育機関・プロファイルごとに
異なるコースとなる

個人や集団の社会的文脈を踏まえた
多様で創造的な言語教育となる
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２．「生活Cando」とは
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出典：「地域における日本語教育の在り方について」（報告）（令和4年11月29日）p79
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出典：「地域における日本語教育の在り方について」（報告）（令和4年11月29日）p81
※最終調整を経てCan do数は計785となった（令和5年3月末）

※
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④生活上の行為の事例
大分類・中分類・小分類・

事例１（上位項目）・事例２（下位項目） 

①言語活動
「聞くこと」「読むこと」「やり取り
（話すこと）」「発表（話すこと）」

「書くこと」の５種類 

②カテゴリー
５つの言語活動ごとの
主な活動例の分類

③レベル
「日本語教育の参照枠」の日本語能力
の熟達度を示すレベル Ａ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２

（Ｂ２は一部のみ。） 
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「参照枠Can do」と「生活Can do」の違い

参照枠Can do（CEFRCando） 生活Can do
当人に向かって、丁寧にゆっくりと
話された指示なら理解できる。短い
簡単な説明なら理解できる。
（CEFR030 A1 聞く（広報・アナウンスや指示
を聞くこと））

学校や職場などで地震発生時に避難するため、
ゆっくりとはっきりと話されれば、「気を付けてくだ
さい」「走らないでください」など、ごく簡単なアナ
ウンスを聞いて、理解することができる。
（生活Cando６２ A1 聞く（広報・アナウンスや指示を聞くこと））

いくつかのメーカーの商品を比較する雑誌やウェ
ブサイトなどの簡単な記事に目を通して、それぞれ
の特徴など、どれを買うか決めるために必要な情
報を探し出すことができる。
（生活Cando１４６ B1 読む（世情を把握するために読むこと））

必要な情報を見つけるために長い
テクストにざっと目を通し、テクスト
のさまざまな部分や別のテクストか
ら、特定の課題遂行のための情報
を収集できる。
（CEFR0５３ B1 読む（世情を把握するために
読むこと））

抽象的 具体的
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活動Candoの要素
活動Can do ＝ 条件 ＋ 話題・場面 ＋ 対象 ＋ 行動

発音がはっきりしていれば

地域の公民館や体育館などの受付で

職員による施設の予約や利用の方法、
活動を行っているグループへの参加方法などの
説明や指示を

聞いて、理解することができる。
（生活Cando138）

条件

話題・場面

対象

行動

出典：『JF日本語教育スタンダード【新版】利用者のためのガイドブック』p16
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生活Ｃａｎｄｏの利用者と参照目的

①地域日本語教育コー

ディネーター、日本語教師、

学習支援者

• カリキュラムやコースを

デザインするため。

•学習活動を設計するた

め。

•日本語学習者が生活場

面で必要となる言語行

動を具体的に把握する

ため。

②日本語学習者

・今自分が日本語でどの

ようなことができるのか

を把握するため。

・日本語学習の際の目標

を設定するため。

・学んだことをどのくらいで

きるようになったのかを

把握するため。

③ 行政担当者

地域に在住する外国人

等が、日常生活でどのよ

うなことを日本語で行う

ことが求められているの

かを具体的に把握し、地

域の多文化共生に関す

る施策立案（目的・対象

別の日本語教室、通訳

者・翻訳者、生活ガイダ

ンス講座等の設置など）

に生かすため。

④ 学習者の周りの人々

日本語を学んでいる人

が、今、どのようなことを

学んでいるのかを具体

的に把握し、日本語でで

きること、できないことを

意識し、会話などを調整

しながらコミュニケーショ

ンを進めていくため。

出典：「地域における日本語教育の在り方について」（報告）（令和4年11月29日）p82
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３．参照枠を活用したコースデザインの方法

©令和５年度文化庁日本語教育大会オンラインワークショップ（関崎）



バックワード・デザイン（逆向き設計）の考え方

（１）学習目標を設定する

（２）学習目標を達成したことを測る

効果的な評価方法を決める

（３）学習目標が達成できるようになるための

授業内容や方法を考えて

カリキュラム全体を設計する
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【生活分野：子育てをする保護者】を例に
具体的なコースデザインの方法を考える
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●今すぐできるようになりたい言語課題は何か。
・子育てに関する情報（乳幼児健診や予防接種など）を理解できる
・わからないことについて周囲に質問できる
・育児に関する困りごとについて周囲に支援を求めることができる

●将来必要となる言語課題は何か。
・他の保護者と良好な人間関係を築く
・園や学校の教員と子どもについて意見を交換することができる

●どのような言語使用者を育成するのか。
・社会から孤立することなく、自国で子育てをするのと同様に、
地域社会の中で他者との関わりを持ちながら
自分らしい子育てをする

（１）学習目標を設定する

【目標とする現実社会の具体的な言語課題の設定】
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垂直的視点と水平的視点を取り入れたコースデザイン

◗長期にわたり生活、留学、就労を行う人には垂直的視点も重要。
◗将来や次の段階を見据えた計画的なコースデザインを行う。
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将来の学習者のニーズ・成長イメージ

A1:基本的な言い回し・日常表現
必要最低限の生活ができる

A2:日常的な範囲で簡単なやり取り
社会に関わりながら生活の幅を広げる

B1:日常生活に柔軟に対応できる
社会に積極的に関与していく

B2:自己の視点を明確に詳細に述べる
自己表現し社会で活躍できる
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（１） ①コース目標の設定
【言語活動別の熟達度（自己評価表）】 【３分野ごとの言語活動別の目標】

コース目標：
子育ての場面で自分に直接的な関係がある、よく使われる語
彙や表現が理解できる。子育てをする中で身近で日常の事
柄についての情報交換に応じることができる。（A2）

言語行動共通Cando

受容Cando 産出Cando
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【シラバスデザイン】

コース名： 子育ての日本語

対象者 ： 乳幼児を育てる保護者 ユニット１ 乳児健診を受けよう

ユニット２ 児童館に行こう

ユニット３ 公園に行こう

ユニット４ 子育てイベントに参加しよう

ユニット５ 入園面接

ユニット６ 子どもの病気

ユニット７ 保育園／幼稚園の生活

ユニット８ 保育園／幼稚園の行事

ユニット９ 園の先生と話そう

ユニット１０ 他のお母さんお父さんと話そう

シラバス：

「生活Cando」は生活上の行為（状況・場面・
行為）が具体的に示されているため、シラバス
設計にも役立つ

（１） ②各ユニット・各授業の学習目標の設定

コース目標：
子育ての場面で自分に直接的な関係がある、よく使われ
る語彙や表現が理解できる。子育てをする中で身近で日
常の事柄についての情報交換に応じることができる。
（A2）
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ユニット１ 乳児健診を受けよう

ユニット２ 児童館に行こう

ユニット３ 公園に行こう

ユニット４ 子育てイベントに参加しよう

ユニット５ 入園面接

ユニット６ 子どもの病気

ユニット７ 保育園／幼稚園の生活

ユニット８ 保育園／幼稚園の行事

ユニット９ 園の先生と話そう

ユニット１０他のお母さんお父さんと話そう

授業①
（４５分～）

子供の発熱や体調不良などで、保育園や幼稚園の
先生からの電話によるお迎えを要請する簡単な説明
や指示を聞いて、理解することができる
（生活Cando ２９０）【聞く】

授業②
（４５分～）

保育園や幼稚園からくる短い簡単なメールなどを読
んで、行事の中止や延期、学級閉鎖の期間や該当ク
ラスなど、必要な情報を探し出すことができる
（生活Cando 289)【読む】

授業③
（４５分～）

保育園や幼稚園などの連絡帳（又は連絡アプリの該
当する箇所）に、子供の体調について心配なことや、
お迎えの人や時間の変更などを、短い簡単な文で書
くことができる （生活Cando 28６）【書く】

授業④
（４５分～）

子供が体調不良のときに、どんな対処法を取っている
かなどについて、友人に質問したり、答えたりすること
ができる （生活Cando ２３２）【話す（やり取り）】

ユニット６： 子どもの病気

ユニット６の学習目標：子どもが病気になったとき、保育園や

幼稚園と必要なやり取りをすることができる（A2）

（１） ②各ユニット・各授業の学習目標の設定
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（２）評価方法を考える
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【評価タスクの決定】：どのようなパフォーマンスで評価するのか？

授業①
（４５分～）

子供の発熱や体調不良などで、保育園や幼稚園の
先生からの電話によるお迎えを要請する簡単な説明
や指示を聞いて、理解することができる
（生活Cando ２９０）【聞く】

授業②
（４５分～）

保育園や幼稚園からくる短い簡単なメールなどを読
んで、行事の中止や延期、学級閉鎖の期間や該当ク
ラスなど、必要な情報を探し出すことができる
（生活Cando 289)【読む】

授業③
（４５分～）

保育園や幼稚園などの連絡帳（又は連絡アプリの該
当する箇所）に、子供の体調について心配なことや、
お迎えの人や時間の変更などを、短い簡単な文で書
くことができる （生活Cando 28６）【書く】

授業④
（４５分～）

子供が体調不良のときに、どんな対処法を取っている
かなどについて、友人に質問したり、答えたりすること
ができる （生活Cando ２３２）【話す（やり取り）】

タスク① ロールプレイ【聞く】

子どもが通っている保育園／幼稚園
の先生から電話がかかってきました。
先生と話してください。

タスク② メモを書く／スマホアプリに
入力する【書く】

子どもは昨日まで風邪で欠席していま
した。今日の体調の心配なことについ
て、先生にメモを書いてください。

（２）評価方法を考える
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【評価基準の検討】・・・どのような観点で評価するのか？

①子供の体調不良による、保育園や幼稚園の先生
からの電話によるお迎えを要請する簡単な指示を理
解することができる（A2聞く）

→上記活動Candoのほか、方略Candoも

評価の観点となる

②保育園や幼稚園などの連絡帳に、子供の体調で
心配なことについて、短い簡単な文で書くことができ
る（A2書く）

→上記活動Candoのほか、能力Candoも

評価の観点となる

（２）評価方法を考える

パフォーマンスの質的側面も
評価の観点に取り入れることが大切
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【評価タスク】
ユニット６ 「子どもの 病気」

タスク① ロールプレイ
子どもが 通っている 園の先生から
電話が かかってきました。
先生と 話してください。

タスク② 書く／スマホアプリに入力
する
子どもは 昨日まで 風邪で 欠席し
ていました。
今日の 体調の 心配なことについて
先生にメモを書いてください。

ユニット６ Candoチェック（できましたか？）

□に【×できなかった △もう少し 〇できた ◎よくできた】を書きましょう

タスク①

園の先生から電話がかかってきた時

簡単な指示を理解することができましたか？

タスク②

子供の体調の心配な点について、園の先生に

短い簡単な文でメモを書くことができましたか？

自己評価の例
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多様な評価方法

パフォーマンス評価：プレゼンテーション
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ユニット６： 子どもの病気
【課題達成に必要な語彙・文型・コミュニケーション能力の検討】

授業①
（４５分）

子供の発熱や体調不良などで、保育園や幼稚園
の先生からの電話によるお迎えを要請する簡単な
説明や指示を聞いて、理解することができる（生活
Cando ２９０）

授業②
（４５分）

保育園や幼稚園からくる短い簡単なメールなどを
読んで、行事の中止や延期、学級閉鎖の期間や該
当クラスなど、必要な情報を探し出すことができる
（生活Cando 289)

授業③
（４５分）

保育園や幼稚園などの連絡帳（又は連絡アプリの
該当する箇所）に、子供の体調について心配なこ
とや、お迎えの人や時間の変更などを、短い簡単
な文で書くことができる（生活Cando 28６）

授業④
（４５分）

子供が体調不良のときに、どんな対処法を取って
いるかなどについて、友人に質問したり、答えたり
することができる（生活Cando ２３２）

語彙：
発熱 〇度 お熱がある お熱が出た 顔色が悪い
腹痛 お腹が痛い ぐったりしている 食欲がない
保健室 横になっている お迎え
徒歩 自転車 車で 受診

文型：
熱が３７．５度ありますので、お迎えに来ていただけ
ますか？
何時ごろ 来ていただけますか？
どなたが いらっしゃいますか？
熱が続くようなら、受診をお願いします

方略（ストラテジー）：
・相手の言うことが分からないとき
・指示内容を確認するとき

（３）授業内容や方法を考える
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ユニット６： 子どもの病気

授業①
（４５分）

子供の発熱や体調不良などで、保育園や幼稚園
の先生からの電話によるお迎えを要請する簡単な
説明や指示を聞いて、理解することができる（生活
Cando ２９０）

授業②
（４５分）

保育園や幼稚園からくる短い簡単なメールなどを
読んで、行事の中止や延期、学級閉鎖の期間や該
当クラスなど、必要な情報を探し出すことができる
（生活Cando 289)

授業③
（４５分）

保育園や幼稚園などの連絡帳（又は連絡アプリの
該当する箇所）に、子供の体調について心配なこ
とや、お迎えの人や時間の変更などを、短い簡単
な文で書くことができる（生活Cando 28６）

授業④
（４５分）

子供が体調不良のときに、どんな対処法を取って
いるかなどについて、友人に質問したり、答えたり
することができる（生活Cando ２３２）

①アイスブレイク：家族の体調や流行している
病気について話す
②子供の体調・病気に関する語彙・表現
③日本の幼稚園・保育園事情（登園可／不
可の条件）
④園からのお迎え要請の電話の会話練習

①アイスブレイク：学級閉鎖の経験（母国の事
情も）について話す
②行事の中止、学級閉鎖に関する語彙・表現
③学級閉鎖中に気を付けること（日本の生
活・文化・社会的情報）
④行事の中止に関する連絡を読む
⑤学級閉鎖の連絡を読む

（３）授業内容や方法を考える

【課題達成に必要な知識・能力を身につける教室活動の検討】
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ユニット６： 子どもの病気

授業①
（４５分）

子供の発熱や体調不良などで、保育園や幼稚園
の先生からの電話によるお迎えを要請する簡単な
説明や指示を聞いて、理解することができる（生活
Cando ２９０）

授業②
（４５分）

保育園や幼稚園からくる短い簡単なメールなどを
読んで、行事の中止や延期、学級閉鎖の期間や該
当クラスなど、必要な情報を探し出すことができる
（生活Cando 289)

授業③
（４５分）

保育園や幼稚園などの連絡帳（又は連絡アプリの
該当する箇所）に、子供の体調について心配なこ
とや、お迎えの人や時間の変更などを、短い簡単
な文で書くことができる（生活Cando 28６）

授業④
（４５分）

子供が体調不良のときに、どんな対処法を取って
いるかなどについて、友人に質問したり、答えたり
することができる（生活Cando ２３２）

【幼稚園／保育園の保護者をサポート役に迎えて】
①アイスブレイク：ゲストの紹介
②日本の幼稚園・保育園事情（どんな時に園に連絡す
る必要があるか）
③園との連絡手段の確認→実情に合わせる
④子供の体調について心配なこと／お迎えの人や時間
の変更を伝える文を書く

【幼稚園の保護者との交流会】
①アイスブレイク：交流会の趣旨説明
②「子供が体調不良の時の対処法（市販薬・売ってい
る場所・微熱などの時に家庭でできること・近隣の評判
の良い小児科・オンライン予約の取り方・お薬手帳の使
い方など）」をテーマにグループで話す（学習支援参加
者が「やさしい日本語」で仲介する）
③話したこと、知ったこと、感想を共有

ユニット６： 子どもの病気

（３）授業内容や方法を考える
【課題達成に必要な知識・能力を身につける教室活動の検討】

現実社会と
つながる活動
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＜プロジェクトワーク＞ 住んでいる地域にどんな公園があるか、どんな遊び場があるか

を調べ、実際に行って写真を撮ってきて、どんな場所か紹介し合う（発表）

＜インタビュー活動＞ 公園や子育て支援センターなどに出向き、子供を遊ばせている

日本人保護者に「おすすめの遊び場」についてインタビューをし、得られた情報を

ワークシートにまとめる

活動を通して学習者が現実社会で関わる人たちとコミュニケーションできるよう

コースをデザインすることで、日本語学習が学習者のエンパワーメント・社会参加

を可能にするものとなる（日本語教育の場が多文化共生の場そのものとなる）

現実社会とつながる活動
教室の外とつながる活動
社会参加・自己表現につながる活動
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連携先の例

＜各自治体の保育課など＞

外国人保護者向けの保育園入園手続き説明会を共催

＜幼稚園＞

外国人保護者向けの入園までの流れや手続き、入園条件などについての説明会実施

＜国際交流協会など多文化共生に関わる機関＞

外国人住民向け多言語ツールを有効活用

日本語教育を行う機関から各関連機関に向けて外国人対応の方法を示したり、コミュニ

ケーションの橋渡し（仲介）をしたり、外国人住民と関わるホスト社会（日本社会）に

多文化共生（共創）意識を啓発していくことも日本語教師の重要な役割

他の関連機関との連携
学習者の受け入れ機関や行政などとの
連携・協力
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この時間のまとめ

Can do③ 参照枠を活用したコースデザインに必要な視点を理解する
社会的存在・課題遂行・目標設定を個別に行う（プロファイル）

Can do④ 「生活Cando」を理解する
生活上の行為・参照枠Can doとの抽象度の違い

Can do⑤ コースデザインの具体的な手順・方法を理解する
目標設定→評価方法→教室活動を考える という手順
抽象度の高いCan doから具体的なCan do（現場Can do）を作る
評価タスクの設定と評価基準
社会的文脈を踏まえた創造的な教室活動

コースデザインの出発点＝社会的行動の予測
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